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京丹後市成人式

ほか

主な内容

「京丹後市夢まち創り大学」を開学へ

フォトトピックス



人生を楽しむ！
畠中 智也さん

（久美浜町）

丹後に貢献する！
田村 祐樹さん

吉岡 稜
りょう

平
へ い

さん

金森 稔
と し

幸
ゆ き

さん

番場 農
みのり

さん
（峰山町）

タマノコシ！
竹原 のぞみさん

廣野 祐里香さん

堀 遥佳さん
（大宮町）

薬剤師になって
社会に貢献したい！

梅田 迅
じ ん

さん

国際的な人間になる！
吉岡 かなえさん（弥栄町）

京丹後に帰って
まちづくりに貢献！
谷口 雅治さん（丹後町）

おばあちゃんに
なっても仲良く！
荻野 加奈恵さん

松本 紗英さん
（峰山町）

地元丹後で
小学校教員になる！
梅田 楓さん（峰山町）

吉岡 由
ゆ う

夏
か

さん（網野町）
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二十歳の抱負

着物デザイナーに
なりたい！

諏
す

訪
わ

原
はら

 姫香さん
（網野町）

日本語教員になる！
大久保 詩織さん

（丹後町）

自立した大人になる！
上岡 結

ゆ

希
き

さん（網野町）

看護師の
国家試験に受かる！

鈴木 水
みな

美
み

さん
（大宮町）

マイコ金時を売る！
山野 琢也さん

丹後の魚を日本一に！
谷
たに

次
つぐ

 一
かず

研
と

さん
（網野町）

京丹後でカフェを
ひらく！

仲原 さとみさん

辻村 ゆきさん

小國 みのりさん

上木 りなさん（久美浜町）

消防士として
京丹後市民を守る！
門中 隆介さん（峰山町）

　
「
平
成
26
年
京
丹
後
市
成
人
式
」
が

３
月
16
日
、
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰

山
町
）
で
行
わ
れ
、
あ
で
や
か
な
振

袖
姿
や
紋
付
き
は
か
ま
、
凛り

り々

し
い

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
大
人
の
責
任

と
自
覚
を
胸
に
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
男
性
３
８
６

人
、
女
性
３
７
１
人
の
計
７
５
７
人
。

式
に
は
、
６
２
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
市
内
４
団
体
の

児
童
合
唱
団
が
、
丹
後
吹
奏
楽
団
の

演
奏
で
「Forever

（
フ
ォ
ー
エ
バ
ー 

）」な
ど
を
合
唱
。
歌
で
祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
を
は
じ
め
府
知

事
、
市
議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成

人
の
恩
師
を
代
表
し
て
、
室
井
良
夫

教
諭
（
当
時
大
宮
中
学
校
３
年
４
組

担
任
）
が
「
失
敗
し
て
も
何
度
で
も

　

二
十
歳
と
言
え
ば
、
大
人
へ
の

第
一
歩
と
し
て
の
節
目
を
感
じ
ま

す
。

　
「
社
会
」
或
い
は
「
こ
れ
か
ら
の

人
生
」
に
お
い
て
大
切
な
の
は
素

直
さ
と
い
う
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

自
分
を
取
り
繕
っ
た
り
、
嘘
で
自

分
を
守
っ
た
り
す
る
こ
と
は
必
要

な
く
、
自
分
の
弱
さ
を
相
手
に
話

せ
る
こ
と
、
論
理
だ
け
で
は
な
く

熱
意
が
伝
わ
る
よ
う
な
会
話
を
心

掛
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て

実
感
し
、
自
己
分
析
の
た
め
に
自

分
を
よ
り
客
観
視
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
成

人
と
し
て
の
心
構
え
・
自
覚
が
持

て
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

理
想
の
二
十
歳
に
な
れ
た
か
ど

う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
、

大
人
に
な
っ
て
後
輩
に
憧
れ
ら
れ

る
よ
う
な
社
会
人
に
な
る
べ
く
、
こ

の
二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
人
や
家
族
に
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
、
日
々
精
進
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
、
私
は
い
ろ
ん
な

出
会
い
に
恵
ま
れ
て
き
た
ん
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
中
で
も
英
語
と

の
出
会
い
は
、
引
っ
込
み
思
案
だ
っ

た
私
に
人
と
積
極
的
に
関
わ
る
喜

び
や
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
、
人
の
話
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が

ど
れ
ほ
ど
大
切
か
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　

私
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
は
、

後
、
何
度
も
大
き
な
山
を
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
今

ま
で
の
経
験
を
い
か
し
、
一
つ
一
つ

の
出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
自

分
で
決
め
た
こ
の
道
を
信
じ
歩
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や

友
達
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

や
地
域
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
成
人
を
迎
え
た
一
人
と

し
て
、
今
度
は
自
分
が
恩
返
し
で

き
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
成
人
を
迎
え
る
気
持
ち

中
西 

悠
貴
さ
ん(

久
美
浜
町
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
き
っ
と
そ
の
こ
と

が
力
に
な
る
。
人
生
で
困
難
な
壁
に

ぶ
つ
か
っ
た
と
き
は
“
プ
ラ
ス
思
考
”

で
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　
〝
二は

た

ち
十
歳
の
主
張
”
で
は
、
中
西
悠

貴
さ
ん
と
清
水
梨
花
さ
ん
が
、
成
人

を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
思
い
を
述

べ
ま
し
た
（
次
ペ
ー
ジ
に
要
旨
を
掲

載
）。

祝！新成人
757人が新たな一歩

京丹後市成人式

記念撮影の様子

夢
に
向
か
っ
て

清
水 

梨
花
さ
ん(

久
美
浜
町
）

　ペットボトルをつなげてギネス記録を
目指す「世界最長ペットボトルチェーン
に挑戦！！」(市商工会青年部・市制10
周年記念企画 )の様子を撮影しました。
市民が手をつなぎ一体となって「わ」を
作ろうをテーマに、市民ら230人が参加。
強風の中、約 7時間半で 35,832 本をつ
なぎ、見事新記録を達成しました。おめ
でとうございます。
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45 2014.04 2014.04

施設名 対象施設 工事完了日 工事費（千円）
新山保育所 保育所棟 H25. 8.22 34,520
丹波小学校 体育館 H25.10.22 90,524
黒部小学校 体育館 H25.10.28 43,468
かぶと山小学校 旧体育館（取り壊し） H25. 8.29 16,450

※工事費には、改修工事を含む。

保育・教育

平
成
25
年
度 

学
校
施
設
な
ど
の
耐
震
化
状
況

保
育
所
・
学
校
３
施
設
で
耐
震
補
強
実
施

　
市
は
、平
成
25
年
度
の
保
育
所・

学
校
施
設
の
耐
震
化
事
業
で
、
１

保
育
所
と
２
学
校
の
３
施
設
に
つ

い
て
、
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま

し
た
。

　

保
育
所
施
設
で
は
、「
京
丹
後

市
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画
」
に

基
づ
い
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
し
て
使
用
す
る
旧
新
山
保
育
所

（
峰
山
町
）
の
耐
震
化
な
ら
び
に

改
修
工
事
を
実
施
。
学
校
施
設
で

は
、「
京
丹
後
市
立
学
校
施
設
耐

震
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
丹
波
小

学
校
（
峰
山
町
）
と
黒
部
小
学
校

（
弥
栄
町
）
の
体
育
館
の
耐
震
補

強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
か
ぶ
と
山
小
学
校
（
久

美
浜
町
）
に
お
い
て
、
平
成
24
年

度
に
体
育
館
の
改
築
工
事
を
行
っ

た
た
め
、旧
体
育
館
を
取
り
壊
し
、

跡
地
を
駐
車
場
と
し
て
整
備
し
ま

し
た
。

　
平
成
26
年
度
は
、峰
山
小
学
校
、

吉
原
小
学
校
、
丹
波
小
学
校
、
峰

山
中
学
校
（
以
上
峰
山
町
）、
間

人
小
学
校
（
丹
後
町
）
で
、
校
舎

の
耐
震
補
強
工
事
お
よ
び
こ
れ
に

併
せ
た
各
種
改
修
工
事
、
ま
た
、

建
物
の
天
井
や
窓
ガ
ラ
ス
等
、
地

震
の
際
に
落
下
・
破
損
す
る
可
能

性
が
あ
る
「
非
構
造
部
材
」
の
点

検
を
、
全
小
中
学
校
で
実
施
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
よ
り
安
全
に
か

つ
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平成25 年度 保育所・学校施設の耐震化等工事

㊤
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
使
用
す
る
た
め
に
改
修
し
た
旧
新
山
保
育
所
の
遊
戯
室
㊦
耐
震
化

が
施
さ
れ
た
丹
波
小
学
校
の
体
育
館

　
消
防
団
員
を
中
心
に
地
域
住
民
が
救
助
救
護
活
動
を
担
う

組
織
「
上
宇
川
ふ
る
さ
と
レ
ス
キ
ュ
ー
」
が
３
月
16
日
、
丹

後
町
上
宇
川
地
区
で
発
足
し
ま
し
た
。
市
内
で
３
カ
所
目
。

　
ふ
る
さ
と
レ
ス
キ
ュ
ー
は
、
消
防
署
か
ら
遠
隔
地
に
あ
る

中
山
間
地
で
、
事
故
や
病
気
、
災
害
時
な
ど
に
地
域
ぐ
る
み

で
助
け
合
う
シ
ス
テ
ム
で
、
同
地
区
で
は
、
地
元
の
消
防
団

員
や
地
区
の
協
力
メ
ン
バ
ー
が
現
場
に
駆
け
付
け
、
救
急
隊

が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急
手
当
て
や
救
助
活
動
を
行
う
体
制

を
整
備
。
今
後
、
救
急
法
講
習
や
救
助
資
機
材
活
用
訓
練
の

実
施
、
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
同
日
、
平
住
民
セ
ン
タ
ー
で
ス
タ
ー
ト
式
が
行

わ
れ
、
各
区
長
や
関
係
者
な
ど
が
出
席
。
増
田
光

夫
上
宇
川
連
合
区
長
は
「
こ
の
よ
う
な
組
織
を
機

能
さ
せ
て
い
く
に
は
一
人
一
人
の
意
識
が
大
切
。

う
ま
く
生
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、
お
互
い
の
警
防
や

啓
発
を
、
そ
し
て
学
習
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
発
足
を
祝
い
ま
し
た
。

応急救護について講習を受ける消防団員（平住民センター
で）

消防・防災
「上宇川ふるさとレスキュー」が発足

地域ぐるみで安全安心を確保

まちづくり

地
域
課
題
解
決
に
向
け
、
地
域
と
大
学
の
連
携
を
一
層
強
化

「
京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り
大
学
」
を
開
学
へ

　
少
子
高
齢
化
や
若
年
層
の
流
出
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
地
域
課
題
を
大
学
生
の
視
点
で
解

決
を
目
指
す
「
域
学
連
携
」
の
活
動
報
告
会
な
ら
び
に
「
京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り
大
学
」
の

開
学
宣
言
が
２
月
22
日
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
大
学
が
古
民
家
を

活
用
し
た
国
際
交
流
や
駅
を
拠
点
と
し
た
観
光
振
興
策
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
た
ほ
か
、

域
学
連
携
を
さ
ら
に
発
展
的
に
進
め
る
た
め
、
７
月
に
開
設
を
目
指
す
夢
ま
ち
創
り
大
学
の

主
旨
や
目
的
な
ど
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

課
題
を
多
様
な
大
学
と
連
携
し
、

継
続
的
か
つ
戦
略
的
な
大
学
連
携

の
取
り
組
み
と
す
る
た
め
、
実
行

委
員
会
を
設
置
し
て
大
学
と
の
連

携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、

８
大
学
に
よ
る
調
査
結
果
や
提
案

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
宮
町
五
十
河
地
域
を
フ
ィ
ー

　
今
年
度
か
ら
、
国
の
「
域
学
連

携
」
地
域
活
力
創
出
モ
デ
ル
実
証

事
業
を
全
国
で
16
自
治
体
の
一
つ

と
し
て
採
択
を
受
け
、
各
地
域
の

㊤
峰
山
町
南
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
発
表
を
行
う
慶
応
大
生
㊦
京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り
大

学
の
開
学
の
呼
び
掛
け
を
行
う
各
大
学
の
教
授
た
ち

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

教育

平
成
26
年
度
の
再
配
置
へ
拠
点
校
整
備

鳥
取
小
、
旧
高
龍
中
を
改
修

　

市
は
、
弥
栄
町
の
溝
谷
・
鳥

取
・
黒
部
・
野
間
小
学
校
の
４

校
、
久
美
浜
町
の
川
上
・
海
部
・

佐
濃
小
学
校
の
３
校
が
そ
れ
ぞ

れ
平
成
26
年
度
に
再
配
置
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
拠
点
校
と
し
て

使
用
す
る
鳥
取
小
学
校
と
旧
高

龍
中
学
校
の
教
室
な
ど
の
増
築

や
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

鳥
取
小
学
校
は
、
生
徒
数
の

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
木
造

平
屋
建
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教

室
お
よ
び
図
工
室
の
増
築
、
老

朽
化
し
た
ト
イ
レ
を
改
修
（
工

事
費
１
億
１
３
６
５
万
円
）。
旧

高
龍
中
学
校
は
、
校
舎
の
耐

震
補
強
や
内
外
装
の
工
事
や

プ
ー
ル
の
全
面
改
修
（
工
事
費

２
億
７
６
０
９
万
円
）
を
行
い
ま

し
た
。

増
築
を
行
っ
た
鳥
取
小
学
校
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室

ル
ド
に
調
査
を
行
っ
た
龍
谷
大
学

は
、「
複
線
型
地
域
再
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
し
て
農
業
の
再
生
と
古

民
家
を
活
用
し
た
国
際
交
流
の
拠

点
化
を
複
合
し
て
地
域
を
活
性
す

る
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
崎
経
済
大
学
か
ら
は

網
野
町
の
観
光
振
興
と
し
て
、
駅

を
拠
点
と
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
観

光
に
よ
る
可
能
性
を
調
査
。
町
民

や
網
野
高
校
生
２
６
４
人
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
し

ま
し
た
。　
　
　

　
さ
ら
に
今
回
、
京
丹
後
市
で
域

外
の
大
学
と
連
携
し
て
い
る
活
動

自
体
を
べ
ー
ス
に
、
京
丹
後
市
域

に
お
い
て
さ
ら
に
継
続
的
・
戦
略

的
か
つ
包
括
的
・
体
系
的
に
こ
れ

ら
を
進
め
、「
京
丹
後
市
夢
ま
ち

創
り
大
学
」
と
し
て
開
学
（
平
成

26
年
７
月
）
す
る
旨
の
宣
言
を
行

い
、
学
長
に
就
任
予
定
の
富
野
龍

谷
大
教
授
が
「
大
学
が
、
恒
常
的

に
機
能
し
、
京
丹
後
が
元
気
に
、

再
生
し
て
い
き
、
若
い
人
が
住
め

る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
て
い
る
。
難
し
い
課
題
で

あ
る
が
、
こ
こ
京
丹
後
で
挑
戦
し

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。
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行財政改革

市
民
満
足
度
調
査
（
16
項
目
）
結
果
（
市
民
８
９
６
人
が
回
答
）

満
足
度
は
平
成
22
年
度
調
査
結
果
よ
り
や
や
向
上

項　　　　目 満足度 Ｈ22比
①広報紙などの情報は役立っている 3.13 ＋ 0.43

②広報紙などの情報は分かりやすい 3.00 ＋ 0.10

③市職員は、ていねいに分かりやすく対応している 2.86 △ 0.01

④市のホームページは利用しやすい 2.82 ＋ 0.27
⑤窓口業務の延長サービスなど、便利なサービス
が増えている

2.77 ＋ 0.16

⑥庁舎の案内表示や目的の部署の場所は分かりや
すい 2.72 ＋ 0.01

⑦市職員は、積極的に業務に取り組んでいる 2.66 ＋ 0.09
⑧公共施設や行政サービスの民間委託が進んだこ
とでサービスの質が向上した 2.63 ＋ 0.15

⑨市職員は、市民に信頼されている 2.50 ＋ 0.06

⑩市は、広く市民の意見を聴く努力をしている 2.44 ＋ 0.20
⑪職員の削減や施設の統廃合など、行財政のスリ
ム化が進んでいる

2.37 ＋ 0.15

⑫市役所は、市民ニーズや行政課題に迅速・柔軟
に対応できる体制になっている

2.36 ＋ 0.19

⑬市民と市役所が連携・協力してまちづくりを進め
ている 2.33 ＋ 0.06

⑭自治会活動や市民活動に対して市からの必要な
支援ができている 2.33 ＋ 0.03

⑮無駄な事業や非効率な事務の見直しが進んでいる 2.23 ＋ 0.12

⑯市民の意見は、市政に生かされている 2.21 △ 0.11

全体 2.61 ＋ 0.12

　
市
民
満
足
度
調
査
は
、
昨
年
７

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
実
施
。
市

政
情
報
の
提
供
や
市
民
意
見
の
反

映
な
ど
、
市
政
に
関
す
る
16
項
目

に
つ
い
て
満
足
度
を
調
査
し
、
対

象
者
の
28
％
に
あ
た
る
８
９
６
人

か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
の
評
価
は
、
各
項
目

の
回
答
を
４
段
階
に
点
数
化
し
て

満
足
度
指
数
（
※
）
を
算
定
し
、

市
の
行
財
政
改
革
の
取
組
に
対
す

る
満
足
度
に
つ
い
て
評
価
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
全
体
の
満
足
度
指

数
は
中
間
値
を
上
回
り
、
平
成
22

年
度
調
査
結
果
よ
り
も
や
や
向
上

し
ま
し
た
。

　
項
目
別
に
見
る
と
、
中
間
値
を

下
回
っ
た
も
の
が
７
項
目
あ
り
ま

し
た
が
、そ
れ
ら
の
項
目
も
含
め
、

平
成
22
年
度
調
査
結
果
と
比
べ
て

　

市
で
は
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
16
歳
以
上

３
２
０
０
人
の
市
民
を
対
象
に
「
市
民
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
。
市
政
に
関

す
る
16
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
満
足
度
が
中
間
値
を
上
回
っ
た
の
は
９
項
目
、

下
回
っ
た
の
は
７
項
目
で
し
た
。
全
体
の
満
足
度
は
中
間
値
を
上
回
り
、
平
成
22
年
度
に

実
施
し
た
調
査
結
果
に
比
べ
、
や
や
向
上
し
ま
し
た
。

満
足
度
が
向
上
し
た
も
の
は
14
項

目
あ
り
ま
し
た
。

　
満
足
度
が
高
か
っ
た
の
は
、
広

報
や
窓
口
サ
ー
ビ
ス
、
職
員
の
接

遇
な
ど
に
関
す
る
分
野
で
、一
方
、

満
足
度
が
低
か
っ
た
の
は
、
市
民

意
見
の
反
映
や
事
務
事
業
の
見
直

し
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
分
野
で
し

た
。

　
市
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を
参

考
に
、
次
の
第
３
次
行
財
政
改
革

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
推
進
課

☎
６
９
‐
０
０
５
０

「H22 比」欄は、平成 22 年度調査結
果との数値差（プラスは向上）を示す
もの

※満足度指数：選択した回答を点数
化（「そう思う」＝ 4点、「まあそう
思う」＝ 3点、「あまりそう思わない」
＝ 2点、「そう思わない」＝ 1点）し、
回答者数をかけて指数化したもの。
満足と不満足が同数だった場合の値
（中間値）は 2.50

＜左表の見方＞

■項目別満足度指数（満足度が高い順）

安全安心

米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
伴
い

防
衛
省
に
よ
る
環
境
影
響
調
査
が
ス
タ
ー
ト

財政

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
が
成
立

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
６
事
業
、
２
億
７
０
２
０
万
円
を
増
額

　
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
（
丹
後
町
袖
志
）
へ
配
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
Ｘ
バ
ン
ド・

レ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
、
防
衛
省
に
よ
る
環
境
影
響
調
査
が
２
月
25
日
、
同
基
地

周
辺
の
３
カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

エレベーター棟の増築工事を予定する大宮第一
小学校

小
学
校
施
設
改
修
事
業

�

▼
６
７
０
８
万
円

　
大
宮
第
一
小
学
校
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
（
１
基
）
棟
の
増
築
工
事
お

よ
び
防
火
扉
（
11
カ
所
）
改
修
な

　
補
正
予
算
７
億
２
４
８
１
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
３
５
７
億
３
４
９
０
万
円
と
す
る
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
が
２
月
27
日
の
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
、
成
立
し
ま
し

た
。
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
国
・
府
か
ら
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
「
地
域
の
元
気
づ
く
り
基
金
」
を
創
設
し
、
６
億
円
を
積
み
立
て
る

ほ
か
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た
事
業
も
追
加
計
上
し
て
い
ま
す
。

ど
を
実
施
し
ま
す
。（
平
成
26
年

12
月
完
成
予
定
）

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
：
管
理
棟
へ

増
築
（
鉄
骨
造
り
３
階
建
て
）

中
学
校
施
設
改
修
事
業

	
�

▼
６
５
０
４
万
円

　

久
美
浜
中
学
校
の
普
通
教
室

（
12
教
室
）、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、
視

聴
覚
室
な
ど
に
空
調
設
備
を
設
置

し
ま
す
。（
平
成
26
年
８
月
完
成

予
定
）

内
水
処
理
対
策
事
業	

　

　
　
　

�

▼
７
９
４
０
万
円

　

網
野
町
浅
茂
川
地
区
の
内
水

（
浸
水
）
処
理
対
策
の
た
め
、内
ヶ

森
第
一
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
放
流
管

渠
や
ポ
ン
プ
棟
の
基
礎
工
事
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

※
当
該
３
事
業
は
、
い
ず
れ
も
国
の

補
正
予
算
を
活
用

総
務
課
（
基
地
対
策
室
）

☎
６
９
‐
０
０
１
２

経ヶ岬分屯基地周辺で行われた環境影響調査

　
こ
の
調
査
は
、
レ
ー
ダ
ー
配
備

に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
を
配
備
前

と
後
で
調
べ
る
た
め
の
も
の
で
、

今
回
は
、
袖
志
農
民
研
修
所
、
穴

文
殊
バ
ス
停
付
近
、
尾
和
区
有
地

の
３
カ
所
で
実
施
。
近
畿
中
部
防

衛
局
の
職
員
８
人
が
騒
音
計
を
設

置
し
、
正
午
か
ら
24
時
間
測
定
を

行
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す
。

　
防
衛
省
で
は
、
騒
音
調
査
の
ほ

か
、
海
上
で
の
電
波
の
影
響
や
計

画
地
付
近
の
排
水
な
ど
の
調
査
を

３
月
中
に
行
う
予
定
で
す
。

　
市
で
は
、
法
律
に
基
づ
き
指
定

し
た
産
業
廃
棄
物
（
告
示
産
廃
）

を
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
で
受
け

入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
廃
棄

物
の
搬
入
量
が
急
増
。
こ
れ
に
よ

り
、
一
般
の
廃
棄
物
処
理
お
よ
び

施
設
の
機
能
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
京
丹
後
市
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」（
浅

田
武
夫
会
長
）
に
告
示
産
業
廃
棄

物
の
う
ち「
家
屋
等
の
解
体
ご
み
」

お
よ
び
「
畳
」
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

　
２
月
25
日
、
同
審
議
会
が
京
丹

後
市
役
所
を
訪
れ
、
告
示
産
業
廃

棄
物
に
指
定
す
る
家
屋
等
の
解
体

ご
み
の
受
け
入
れ
を
速
や
か
に
中

止
す
べ
き
、
搬
入
物
や
排
出
場
所

等
の
確
認
は
、
法
令
な
ど
に
則
し

て
厳
正
に
行
う
べ
き
な
ど
、
審
議

結
果
に
つ
い
て
答
申
を
行
い
ま
し

た
。

市民生活

市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
が
市
長
に
答
申

告
示
産
廃
の
解
体
ご
み
受
入
中
止
へ
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道路交通

歩
行
者
の
安
全
確
保
、
丹
後
地
域
の
産
業
活
性
化
に
寄
与

「
久
住
バ
イ
パ
ス
」
が
開
通

福祉

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
提
言

交
通
弱
者
へ
の
支
援
、
団
塊
世
代
の
活
躍
の
機
会
を

まちづくり
市民総勢 214 人がＫＴＲ３駅で植栽

「花いっぱい運動」が本格的にスタート

　
地
域
福
祉
施
策
の
充
実
や
見
直

し
に
つ
い
て
協
議
す
る
「
支
え
合

い
の
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

（
藤
原
晃あ

き

史ひ
と

委
員
長
・
10
人
）
が

２
月
20
日
、
京
丹
後
市
役
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
は
「
移
動
・
交
通

手
段
の
充
実
」「
地
域
づ
く
り
の

担
い
手
～
団
塊
世
代
の
人
材
育
成

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
課
題
や
そ
の

対
応
策
な
ど
を
検
討
。
そ
れ
ら
を

ま
と
め
た
具
体
策
に
つ
い
て
、
中

山
市
長
へ
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
移
動
・
交
通
手
段
の
充
実
」

　
府
道
網
野
岩
滝
線
は
、
京
丹
後
市
網
野
町
を
起
点
に
、
弥
栄
町
、
大
宮
町
を
経
て
与
謝

野
町
方
面
を
結
ぶ
主
要
地
方
道
で
、
こ
の
う
ち
久
住
地
内
は
道
路
幅
が
狭
く
、
カ
ー
ブ
が

連
続
す
る
た
め
平
成
14
年
度
か
ら
バ
イ
パ
ス
事
業
に
着
手
。３
月
14
日
、供
用
開
始
と
な
り
、

関
係
者
ら
に
よ
り
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

タ
ー
（
大
宮
町
延
利
）
で
執
り
行

わ
れ
、
山
田
京
都
府
知
事
を
は
じ

め
市
議
会
議
員
、
地
元
区
役
員
、

用
地
提
供
者
な
ど
約
50
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

に
関
し
て
は
、
買
い
物
や
通
院
、

生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
り
す
る
の
に
困
難
を
感
じ
て
い

る
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
「
交
通

弱
者
」
の
た
め
、
バ
ス
路
線
の
延

伸
や
増
設
、
福
祉
有
償
運
送
の
要

件
緩
和
な
ど
６
項
目
、「
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
」
に
つ
い
て
は
、

豊
富
な
知
識
や
経
験
を
有
す
る

団
塊
世
代
を
中
心
に
高
齢
者
の
力

を
生
か
す
こ
と
が
地
域
の
発
展
に

重
要
と
し
、
団
塊
の
世
代
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
支
援
の
強
化
、
世
代
間

　

式
典
で
中
山
市
長
は
、「
久
住

地
区
内
の
歩
行
者
通
行
の
安
全
性

向
上
や
自
動
車
交
通
が
円
滑
化
さ

れ
、
安
全
・
安
心
で
快
適
な
道
路

交
通
の
確
保
、
観
光
振
興
や
地
域

経
済
の
発
展
な
ど
が
期
待
で
き
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
。
山
田
知
事
は
、

「
地
域
内
外
の
交
流
が
大
き
く
な

り
ま
す
の
で
、
府
北
部
を
全
国
有

数
の
観
光
圏
と
し
、
地
域
経
済
を

活
性
化
し
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
地
元
を
代
表
し
、
安あ

だ
ち達
昇し

ょ
う
じ治
久

住
区
長
は
「
集
落
の
交
通
緩
和
、

生
活
福
祉
課

☎
６
９
‐
０
３
１
０

生
活
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
待
望

の
道
路
が
開
通
し
感
謝
し
ま
す
。

久
住
バ
イ
パ
ス
を
大
切
に
愛
し
、

京
阪
神
か
ら
丹
後
へ
、
丹
後
か
ら

京
阪
神
へ
の
玄
関
口
と
し
て
、
地

域
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
利
用

し
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
バ
イ
パ
ス
道
路
の
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
や
車
両
パ
レ
ー
ド
、
大
宮

こ
ど
も
園
児
に
よ
る
遊
戯
が
披
露

さ
れ
、
道
路
の
開
通
を
祝
い
ま
し

た
。

　
久く

す
み住
バ
イ
バ
ス
は
、
２
車
線
で

１
５
６
０
㍍
。
歩
行
者
の
安
全
に

配
慮
し
、
片
側
に
歩
道
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
供
用
開
始
に
よ
り
、
京

都
府
北
部
の
中
核
病
院
で
あ
る
府

立
医
科
大
学
附
属
北
部
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
や
冬

期
積
雪
時
に
お
け
る
観
光
バ
ス
等

大
型
車
の
す
れ
違
い
が
可
能
に
な

り
、
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
と
な
る
３
月
14
日
、

バ
イ
パ
ス
の
完
成
を
祝
う
記
念
式

典
が
五
十
河
地
区
基
幹
集
落
セ
ン

㊤開通を祝い遊戯を披露した大宮こども園児と関係
者による記念撮影のようす㊧供用開始区間

交
流
が
で
き
る
地
域
・
団
体
支
援

の
強
化
な
ど
５
項
目
に
わ
た
る
対

応
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
提
言
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
京
丹
後
市
地
域
福

祉
計
画
」
を
推
進
す
る
た
め
、
本

委
員
会
に
お
い
て
、
計
画
に
対
す

る
評
価
・
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

支
え
合
い
、
助
け
合
え
る
よ
う
な

具
体
的
な
施
策
を
検
討
し
、
施
策

や
事
業
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　市では、本市の豊かな自然環境を活用した観光振興や地域の活性化につなげるため、
花の魅力を生かしたまちづくりを進めています。この取り組みの一環として、市内全域
に木や花を植栽する「花いっぱい運動」を計画。現在、花づくりに関するワークショップ、
市内各地において植栽が本格的に始まっています。

　

２
月
18
日
、
公
益
財
団
法
人
日
本

花
の
会
「
花
と
緑
の
研
究
所
」
か
ら

和
田
博
幸
主
任
研
究
員
を
迎
え
、
峰

山
幼
稚
園
で
「
元
気
い
っ
ぱ
い
の
花

壇
」
を
テ
ー
マ
に
花
壇
の
デ
ザ
イ
ン

を
園
児
で
考
え
ま
し
た
。
19
日
に
は

既
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
15
団
体
の

代
表
者
な
ど
31
人
が
参
加
し
、
花
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
や
花
壇

作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
花
い
っ
ぱ
い
の
活
動
」

を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
団
体
を
中
心
に
「
京

丹
後
花
い
っ
ぱ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

輪
を
広
げ
、
今
後
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
花
壇
作
り
、
植
栽
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　　
３
月
２
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、
北

近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
の
丹
後

大
宮
駅
、
峰
山
駅
、
木
津
温
泉
駅
の

花
壇
な
ど
に
植
栽
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
観
光
協
会
（
大
宮
町
支
部
・
峰

山
町
支
部
）、
浜
詰
観
光
協
会
、
夕

日
ケ
浦
・
木
津
観
光
協
会
、
市
商
工

会
女
性
部
、
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
口
大
野
区
、
木
津
連
合
区
、

峰
山
幼
稚
園
、
た
ち
ば
な
保
育
所
か

ら
総
勢
２
１
４
人
が
参
加
。
ビ
オ
ラ

や
シ
バ
ザ
ク
ラ
、
バ
ラ
な
ど
の
花
の

苗
を
植
え
、
観
光
振
興
と
地
域
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

峰
山
駅
西
口
の
花
壇
で
は
、
ワ
ー

至大宮町

至弥栄町

至与謝野町

Ｎ

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
峰
山
幼
稚
園
児
が
考

え
た
「
星
形
」
に
、
園
児
ら
で
ビ
オ

ラ
を
植
え
ま
し
た
。

　

今
後
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
花
壇
の

創
造
や
河
川
植
樹
な
ど
、
さ
ら
に
花

い
っ
ぱ
い
運
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。

各種団体や地元区民たちによる植栽の様子（㊧丹後大宮駅で㊨木津温泉駅で）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
花
壇
づ

く
り
を
学
ぶ

市
内
３
駅
で
植
栽
ス
タ
ー
ト

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

㊤ワークショップで花壇のデザインを考える園児
（峰山幼稚園で）㊦自分たちがデザインした星形に
ビオラを植栽（峰山駅で）
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　家電 4 品目（下図）を除く家電製品です。
ただし、回収ボックスの投入口（縦 25cm
×横60cm×奥行60cm）に入らないものは、
直接、最終処分場へ持ち込んでください（有
料：100 円 /20㎏、パソコンも持ち込み可）。

ガイド

　
市
で
は
、平
成
26
年
４
月
か
ら
、

「
お
菓
子
の
空
箱
」
や
「
包
装
紙
」、

「
不
要
な
郵
便
物
」
な
ど
、
こ
れ

ま
で
、〝
可
燃
ご
み
〟
と
し
て
出

さ
れ
て
い
た
〝
紙
ご
み
（
雑
が
み

類
）〟
も
、
分
別
品
目
に
加
え
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

その他
　包装紙、パンフレット、ダイレクトメール、はがき、
名刺、画用紙、折り紙、メモ用紙、カレンダー、紙製ファ
イル、トイレットペーパーの芯

しん

、割ばしの袋なども対
象となります。
※プライバシーに関するものは、「塗りつぶす」「切り取る」

「可燃ごみ」として出すなどの対応をお願いします。

　
「
古
新
聞
」
や
「
雑
誌
」、「
段

ボ
ー
ル
」、「
紙
パ
ッ
ク
」
と
同
様

に
、
共
同
作
業
所
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

〝
古
紙
回
収
団
体
〟の「
古
紙
回
収
」

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

不衛生なもの 臭いのついたもの（再生紙に臭いが付くため）

　紙ごみが飛び散らないよう以下のような方法でまとめ、持ち運びしやすいように
ひもで縛

しば

るなどして出してください。

 古封筒に入れる　　　  紙袋に入れる　　　　  雑誌に挟む　　　　　　  菓子箱などに挟む
1 2 3

　

昨
年
11
月
か
ら
今
年
２
月
ま

で
の
間
、
環
境
省
の
「
使
用
済
み

小
型
電
子
機
器
等
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
構
築
実
証
事
業
」
と
し
て 

“
使
用
済
み
小
型
家
電
の
分
別
回

収
”
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
カ
月
間
の
回
収
量
は
、
約

12
・
５
ｔ
で
、
目
標
の
４
倍
と
、

大
き
く
予
想
を
超
え
る
成
果
と
な

り
ま
し
た
。

　
４
月
以
降
も
、
次
の
と
お
り
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

・個人情報等のデータは消去してから投入してください。
・乾電池は取り外してください。
・ホットプレート等の調理器具は、汚れたまま投入しないでください。
・一旦、回収ボックスに投入したものは返却できません。

　家電４品目（テレビ、冷蔵・冷凍庫、洗濯・乾燥機、エアコン）
は回収できませんので、これまでどおり、家電販売店等に持ち込み
をお願いします。

市民局、各地域公民館、峰山クリーンセンター、市内４最終処分場

回収ボックスへの投入費用は無料です！

大宮最終処分場と久美浜最終処分場の
開設曜日が変わります

　4 月 1 日から、大宮最終処分場と久美浜最終処分場の
開設曜日を下表のとおり変更します。“不燃ごみ”等の持
ち込みの際は、お間違えのないようご注意ください。（峰
山最終処分場および網野最終処分場の変更はありません）

処分場 月 火 水 木 金 土 日曜日
第1 2 3 4 5

峰山 ● ● ●
大宮 ● ● ● ●
網野 ● ● ● ●
久美浜 ● ● ● ● ●

最終処分場の開設曜日および開設時間（平成 26 年 4 月 1日～）

開設曜日：●の付いている曜日

開設時間：午前 9 時～午後 4 時 30 分

※ PTA や地区清掃活動により、開設曜日以外の日に臨時

開設が必要な場合は、事前に市民局へご相談ください。

ごみ出しルールを守りましょう！！

☆ごみの搬出は、収集日当日の“午前8時”までに
　　天候や交通事情等により、収集車が地域内を回
　る時間は前後しますが、収集車が収集し終わった
　あとの“後出しごみ”は収集しません。
☆ビンは、3色（無色、透明、その他）に分けて
　　色分けがわかりにくいビンは、ステーション立
　ち番の方にお尋ねください。
☆ごみは、居住地近くのごみステーションへ
　　通勤途中等に、他の地域のステーションにごみ
　を出される方が見受けられますが、必ず、ごみは“自
　分の地域のごみステーションへ”出してください。

　※「曜日違い」「未分別」「指定袋でない」「指定袋か

　らのはみ出し」といったごみは、収集せずに「赤いシー

　ル」を貼って残します。そのごみを出した方は、速や

　かに持ち帰りいただき、シールに書いてある指示に

　従って出し直してください。

　特に次の 3 点の“ごみ出しルール”について、
ご協力をお願いします。

4

石鹸の戸別包装紙、紙製の洗剤容器、
線香の紙箱など

溶けにくいもの

圧着はがき、シールの台紙、耐水性ダンボール、
油の付いた紙、ワックスなどで防水加工された紙

（紙コップ、紙皿、紙製カップ麺容器、酒パック、
油紙、ロウ紙など）など

使用済みのティッシュペーパー
やタオルペーパー、食品等で
汚れた紙など

菓子箱

封筒

カタログ

紙袋

ティッシュペーパー
の外箱

汚れた紙 洗剤容器

圧着はがき

紙コップ

伝票などのカーボン紙

紙皿

ご
　
注
　
意

４/１か ら

「
ご
み
分
別
品
目
」と
「
最
終
処
分
場
の
開
設
曜
日
」
が
変
わ
り
ま
す

 “
紙
ご
み
（
雑
が
み
類
）”
の
分
別
が
ス
タ
ー
ト

　
４
月
１
日
か
ら
、「
紙
ご
み（
雑
が
み
類
）」お
よ
び「
使
用
済
み
小
型
家
電
」を“
新

た
な
「
ご
み
」
分
別
品
目
”
と
し
ま
す
。
ま
た
、
大
宮
最
終
処
分
場
と
久
美
浜
最
終

処
分
場
の
開
設
曜
日
を
変
更
し
ま
す
。

 

菓
子
の
空
箱
・
包
装
紙
・
不
要
な
郵
便
物
な
ど

 分別の対象となる“雑がみ類”（例）

 分別の対象とならないもの（“可燃ごみ”として出してください）

 ＜雑ごみ類の出し方＞

 “
小
型
家
電
”
の
分
別
回
収
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す

携
帯
電
話
、
ゲ
ー
ム
機
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
含
ま
れ
る
有
用
金
属
を
回
収

 回収ボックスの設置場所

 回収ボックスへ投入できるもの

 ＜投入する際の注意事項＞
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　弥栄町野間に群生するフクジュソウが見ごろを迎え、山の
斜面には黄色いじゅうたんが広がっています（写真）。花径４
㌢ほどの花で、旧弥栄町の町花としても親しまれてきました。
　この時期は、春の訪れを感じようと多くのカメラマンが訪
れており、見物人の一人は「東大阪市から見に来ましたが、
とても奇麗で来たかいがありました」と話していました。
　同町霰

あられ

区に住む田畑隆
たか

義
よし

さん、つゆ子さん夫妻は、「今年
は雪が少ないので例年より早い開花となりましたが、４月の上
旬までは楽しめます」と話していました。

お
な
か
も
話
題
も
い
っ
ぱ
い

黄色いじゅうたん広がる
弥栄町でフクジュソウが見ごろ

弥 栄 町

久美浜町
3月8日

久
美
浜
町
で
お
し
ゃ
べ
り
料
理
教
室

▼体育館に響き渡る大き
な声で歌う園児たち
▶中学生も園児に合わせ
て踊った

　今月末で閉校する間
た い ざ

人中学校に3月10
日、丹後こども園に通う４，５歳の園児 62
人がつめかけ、同中生徒に歌や踊りを披露
しました。この企画は、今年度初めて実施
した中学校との合同避難訓練の際に、中学
生に手を引いてもらったり、おんぶしてもらっ
たりしたお返しにと考えられたもので、中
学生には秘密裏に立てられたサプライズス
テージ。
　体育館に集合した中学生らは、突然緞

どん

帳
ちょう

が開いて登場した園児たちに驚きながらも、
心に響くプレゼントを受け取りました。
　園児たちは、園歌と「みんなちがって！」
を合唱し、「つなごう手と心」を合言葉に軽
快なダンスを披露。会場の生徒や教員らも、
園児の踊りを見よう見まねで踊るなど、会
場は盛り上がっていました。
　同中の下戸あやなさん（２年）は、「みな
さんの大きな声と元気なダンスで、私たち
も元気をもらいました。ありがとうございま
した」と話していました。

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
感
謝
の
歌
や
踊
り
披
露

丹 後 町
3月10日

丹
後
こ
ど
も
園
児
が
間
人
中
生
徒
に

　久美浜機業センター（久美浜町野中）で
3月8日、「おしゃべり料理教室」が開かれ、
参加した17人が料理と会話を楽しみまし
た。同教室は、女性の教養講座の一環と
して開催されているもので、佐濃公民館、
佐濃地区活性化協議会の共催。同センター
で「いこいサロン★スター」を運営してい
る女性スタッフ4人が講師を務めました。
　参加者は、「大根と春雨の辛味煮」や「酢
豚」、「大豆ライス」「パンナコッタ」など
8品の料理に挑戦。酢豚は豚肉のこまぎれ
を丸めて焼くなど、随所に調理時間を短縮
するアイデアを活用し、約１時間で完成さ
せました。参加者は「簡単でおいしかった」
「いろんなアイデアが聞けて楽しく調理で
きました」などと感想を話していました。

　3月11日、アグリセンター大宮でリフレッシュヨガ
講座（大宮地域公民館主催）が開かれ、参加者たちはゆっ
くり動くストレッチなどで、体を温めたり冬場の運動不
足を解消したりしました。講座は全３回で、20代から
60代まで20人が参加しました。
　初日となったこの日は、講師を務める長瀬美奈さん（網
野町）から、呼吸を整えたり、体を伸ばしたりする基本
的なアーサナ（ポーズ）を教わりました。
　参加者の一人、高橋奈美さんは、「ゆっくりとした時
間が流れる中で体を動かしたので、心身ともにリフレッ
シュしました」と話していました。

▶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
長
瀬
さ
ん
（
右
）

を
見
な
が
ら
体
を
伸
ば
す
参
加
者
た
ち

ヨガで心身リフレッシュ
20 代から60 代まで20人が参加

大 宮 町

　網野郷土資料館（網野町木津）で3月
1日、春季企画展示「子どもの節句展」が
始まり、勇壮な武者のぼりや歴史深いお
雛さんなど約70点が紹介されました。
　同展は、子どもの健やかな成長を願い、
３月の桃の節句、５月の端午の節句に合わ
せて企画されたものです。
　武者のぼりは、たくましい男に育つよう
願いを込めて、鯉のぼりと同様に家庭の庭
先に立てられていたもの。長さは7㍍、幅
は70㌢ほどで、戦国武将や浦島太郎など
の日本神話が描かれています。
　このほか、明治36年に作られた雛人形
額や7段飾りの色鮮やかなひな人形など
も展示されています。
　5月６日まで開催（9時 30分～16時）。
入館料は大人200円、子ども100円。(5
月3～5日は無料開放 )

網
野
郷
土
資
料
館
で
節
句
展
3月1日
～

5月６日
網 野 町

勇
壮
な
武
者
の
ぼ
り
を
展
示

▲戦国武将などが描かれた武者のぼり　

3月11日

▲

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
手

際
よ
く
料
理
す
る
参
加
者
た
ち

3月～4月

スマートフォンなどの端末を
使って左のコードを読み取る
と、動画が再生されます。※
機種等により再生されない
場合があります。

　峰山仮設保育所（なかよし保育所）で3
月18日、年長組（5～６歳児 49人）に
保育所最後の楽しい思い出を作ってもらお
うと「お別れ会」が開かれました。同所で
は、年長児が年少児の身体測定や昼寝の
手伝いなどをしており、異年齢児交流が盛
ん。年中児たちが「こんなすてきなお兄さ
ん、お姉さんになりたい。今までありがと
う」と感謝を込めて招待状を作り、お別れ
会を企画しました。
　この日は、魚釣りや的当ての他、輪投げ
コーナーなどを設けて園児みんなで楽しん
だ後、ホールでプレゼント交換。年少と年

▲魚釣りコーナーで魚の一本釣りに挑戦する園児たち

保
育
所
の
思
い
出
作
り
に
年
長
組
を
招
待

な
か
よ
し
保
育
所
で
お
別
れ
会
を
開
催
3月18日
峰 山 町

お別れ会の様子

中児から「みんなともだち」の合唱と手作りの鉛筆立て
をプレゼントすると、年長児からは、小学校の入学式で
も歌うこととなっている「なかよしいっぱい」の合唱と、
Ｔシャツ型の手作りキーホルダーが贈られました。
　年長児の多

た

賀
が

野
の

渉
あゆ

菜
な

ちゃんは、「とてもうれしかった
です」と笑顔で話していました。

122014.04
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▲交通事故を想定した救助訓練

統計で見る京丹後の実態
　昨年は、福知山花火大会露店爆発事故や特別警報が発令された台風
１８号など、府内で大規模な災害が発生しました。身近な危険物の怖さ
や、自然災害の脅威をさらに感じた年ではなかったでしょうか。
　幸い、京丹後市ではそのような大規模な災害は発生しませんでしたが、
水難事故やトンネル崩落事故などをはじめ、死傷者の出る災害もいくつ
か発生しました。近年は、災害の形態も複雑多様化しており、消防の果
たす役割も益々重要となってきました。安心・安全のまちづくりの実現
に向け、今後も職員一同全力で取り組んでまいります。

「安心・安全」なまちづくりに向けて

消防長
　吉田 件

けん
昨
さく

　
救
助
出
動
件
数
は
35
件
で
し
た
。

　

交
通
事
故
に
よ
る
出
動
が
19
件

と
半
数
以
上
を
占
め
、
水
難
事
故

は
６
件
、
そ
の
他
の
出
動
は
10
件

で
し
た
。そ
の
他
の
出
動
の
中
に
は
、

平
成
25
年
４
月
に
大
宮
町
で
発
生

し
た
掘
削
工
事
中
の
ト
ン
ネ
ル
崩

落
事
故
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

死
者
は
７
人
で
、
そ
の
う
ち
４

人
は
水
難
事
故
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
水
難
事
故
は
、
平
成
23
年
に

６
件
、
24
年
に
７
件
発
生
し
て
お

り
、
毎
年
死
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

波
が
高
い
と
き
や
体
調
が
す
ぐ

れ
な
い
と
き
は
、
海
水
浴
を
控
え
、

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
救
急
件
数
は
前
年
か
ら
55
件
減

少
の
２
４
８
１
件
で
し
た
。
最
も

出
動
が
多
か
っ
た
日
は
８
月
12
日

で
、
22
件
出
動
し
ま
し
た
。
急
病

が
１
５
４
５
件
（
全
体
の
約
62
％
）

と
半
数
以
上
を
占
め
、
一
般
負
傷
は

３
３
７
件
（
全
体
の
約
14
％
）
交

通
事
故
２
３
１
件
（
全
体
の
９
％
）

で
し
た
。ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
は
、

過
去
最
多
の
１
０
３
件
で
し
た
。

　

救
急
車
に
よ
る
搬
送
人
員
は

２
３
８
３
人
で
し
た
が
、
こ
の
う
ち

約
45
％
は
入
院
を
要
し
な
い
軽
症

で
し
た
。

　

引
き
続
き
、
救
急
車
の
適
性
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け
が
へ
の

対
応
な
ど
の
応
急
手
当
を
習
得
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
救
急

講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
１
０
２
回
開
催
し
、
２
３
９
８

人
が
受
講
し
ま
し
た
。
も
し
も
の

と
き
に
備
え
て
、
あ
な
た
も
応
急

手
当
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
峰
山
消
防
署
救
急

係
（
６
９
‐
０
１
１
９
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

火災で死者1人、負傷者10人

　　毎年死者が発生

ドクターヘリの要請過去最多103件 平成 25 年中の市内の火災発生状況や救急救助活動など、消防・防災に関する各種の統計調査結果をお知らせします。

付けていますか
住宅用火災警報器
月に一度は動作点検

　
１
１
９
番
受
信
件
数
は
、
前
年

か
ら
56
件
減
の
３
４
８
４
件
で
し

た
。
こ
の
う
ち
、
問
い
合
わ
せ
、

い
た
ず
ら
な
ど
「
目
的
外
」
の
受

信
が
７
３
４
件
（
全
受
信
件
数
の

21
％
）
で
し
た
。

　
１
１
９
番
は
緊
急
通
報
専
用
の

電
話
番
号
で
す
。
本
当
に
命
に
か

か
わ
る
通
報
が
受
信
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
な
ど
は
、「
☎
６
２-

０
１
１
９

番
」
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

問い合わせは62-0119 番へ ２
割
強
が
目
的
外

　　
通
信

3，484件

◀▲昭和 46 年製
造の低圧進相コン
デンサ

▲標識等を伝えるの
も効果的です

▲過去５年間の火災件数
▼地域別火災発生状況

▲過去５年間の救急件数

　

平
成
25
年
中
の
火
災
件
数
は
20

件
で
、
前
年
か
ら
７
件
減
少
し
ま

し
た
。

　

建
物
火
災
が
全
体
の
７
割
の
14

件
、
林
野
火
災
が
１
件
、
車
両
火

災
が
１
件
、
そ
の
他
火
災
が
４
件

で
し
た
。

　

火
災
に
よ
る
死
者
は
１
人
で
、

前
年
か
ら
２
人
減
り
ま
し
た
が
、

負
傷
者
は
前
年
か
ら
４
人
増
加
の

10
人
と
な
り
ま
し
た
。

　　

建
物
火
災
の
出
火
原
因
は
、「
電
気

装
置
」（
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
）
に

よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
３
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
火
災
は
全

国
的
に
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
京

丹
後
市
内
で
も
平
成
22
年
に
２
件
、
23

年
に
１
件
発
生
し
、
近
年
の
主
な
出
火

原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

6

1419141711

8

74

1

前
年
比
７
件
減
少

１
日
最
多
22
件
出
動

過
去
３
年
で
水
難
20
件

　　
火
災

コ
ン
デ
ン
サ
火
災
が
３
件

　　
救
助

　　
救
急

20件

35件

２，481件

　「低圧進相コンデンサ」とは？
　低圧進相コンデンサは、業務用冷蔵庫や
モーター等を使用する電気機器の力率を改
善し、電力の無駄を省く機器として、店舗や
作業場などで使用されています。京丹後市
内では、特産品である丹後ちりめんの製造に
使われる織機にも多くの低圧進相コンデン
サが使用されています。

　古いコンデンサは発火の危険
　昭和50年（1975 年）以前に製造された
低圧進相コンデンサは保安装置が内臓され
ておらず、また、長期間の使用に伴う経年劣
化により、火災を起こす危険性があります。
　昨年市内で発生した低圧進相コンデンサ
の火災は、いずれも昭和50年以前の製造
品からの発火によるものでした。

　自宅工場で確認を
　消防本部では、低圧進相コンデンサによ

る火災の注意喚起のため、市内の織物工場
を中心に、計７２９軒を戸別訪問しました。
　その結果、設置されている低圧進相コン
デンサの約半数は、発火危険の高い昭和
５０年以前に製造されたものでした。
　織機や業務用冷蔵庫等を設置している方
は、必ずコンデンサの製造年を確認して下さ
い。昭和５０年以前に製造されたコデンサを
使用している場合は、早急に使用を停止し、
取り替えをお願いします。

　　
昨
年
の
１
１
９
番
通
報
の
25
％
は
携

帯
電
話
か
ら
の
通
報
で
、
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
か
ら
通
報
す
る

場
合
は
、
場
所
を
特
定
す
る
の
に
時
間

が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
災

携
帯
か
ら
の
通
報
は
目
印
を

害
場
所
や
目
印
と
な
る
建
物
、
標
識
な

ど
を
確
認
し
、
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

コンデンサ火災に注意



（
大
宮
町
口
大
野
）【元京丹後市議会議員】

　平成７年から平成16年まで大宮町
議会議員として、平成16年 4月1日
から平成 20年までの４年間は、第1
期目の京丹後市議会議員として活躍。
旧６町間の課題について打開策を模索
し、新市の基礎づくりに貢献されまし
た。

叙位叙勲
旭日単光章（地方自治功労）

  

　  

故
　
小
牧
　
耕
一
さ
ん （
67
）

2014.0417 162014.04

第59回青少年読書感想文府コンクール
京都市教育長賞

（
久
美
浜
中
３
年
）

　第59回青少年読書感想文京都府コ
ンクールで、谷口さんが書いた作品が
京都市教育長賞を受賞しました。谷口
さんは、「未完の白」と題し、「私たち
が理屈で戦争を正当化しては絶対にい
けない。戦争は何ももたらさない」として、
平和への思いをつづりました。

 

谷
口
　
穂
南 

さ
ん
（
15
）

▼
今
回
表
紙
に
な
っ
て
い
た
竹
雛
は
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
と
て
も
素
敵
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
京
丹

後
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
【
峰
山
町
・
20
代
・
男
性
】

▼
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
特
Ａ
良
か
っ
た

で
す
ね
。
京
都
市
内
に
暮
ら
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
も
丹
後
米
を
食
べ
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
丹
後
の
特
Ａ
米

だ
と
言
っ
て
、
自
信
を
も
っ
て
す
す
め

ら
れ
ま
す
。
お
い
し
い
丹
後
米
を
し
っ

か
り
食
べ
て
く
だ
さ
い
。
特
Ａ
が
続

き
ま
す
よ
う
に
生
産
者
の
方
々
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
久
美
浜
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
地
域
医
療
の
現
場
か
ら
を
必
ず
読
み

ま
す
。
脚
の
む
ず
む
ず
も
年
の
せ
い

か
と
思
っ
た
の
で
す
が
こ
れ
も
病
気

だ
っ
た
の
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
男
性
の
巻
き
ず
し
作
り
は
い
い
で
す

ね
。
私
も
上
手
に
で
き
な
い
の
で
教

え
て
ほ
し
い
で
す
。　
　
　

　
【
網
野
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
丹
後
の
郷
土
料
理
も
っ
と
い
ろ
い
ろ

お
し
え
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
【
網
野
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
視
界
遼
考
が
最
終
回
残
念
で
す
。
丹

後
に
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
い
こ
と

が
多
く
、
興
味
深
い
記
事
が
楽
し
み

で
し
た
。
担
当
の
方
ご
苦
労
様
で
し

た
。　
　
　
　
　

【
峰
山
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
２
年
前
に
丹
後
に
帰
っ
て
来
て
、
つ
い

先
日
、
母
の
方
か
ら
広
報
紙
を
読
む

こ
と
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、

ま
っ
た
く
興
味
を
持
て
な
か
っ
た
こ

と
が
と
て
も
恥
ず
か
し
く
思
う
き
っ

か
け
と
な
り
、
丹
後
に
根
づ
く
者
と

し
て
今
後
を
担
う
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
の

考
え
や
、
今
京
丹
後
市
が
何
処
に
向

か
っ
て
い
る
の
か
、
今
後
楽
し
く
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
網
野
町
・
30
代
・
男
性
】

▼
今
年
も
30
歳
の
成
人
式
が
開
催
さ
れ

る
と
の
こ
と
。
私
の
次
男
は
出
席
で

き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
で
京
丹
後
市

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し

て
い
ま
す
。【

網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

〈イラスト〉
吉田 みさ子さん（弥栄町黒部）

京丹後の食材で簡単レシピ

旬★感　たんごはん このコーナーでは、地元の方から旬の食材を使った料理を教わり、
料理初心者の広報マンが、レシピと共に体験レポートを紹介します。Vo l .６

株式会社積進（峰山町長岡）
　代表取締役社長　田中 隆司 さん

　消防団活動へ特に深い理解や協力
を示すことにより、地域防災力の向
上に寄与している事業所に授与され
ます。本年度は、全国で 15 事業所が
受賞し、本市内では㈱積進が受賞し
ました。

総務省消防庁
消防団等地域活動表彰（事業所）

み
ん
な
の

わ
た
し
の
提
案
・
意
見
箱
か
ら

声

敬
老
会
へ
の
補
助
金
を
減
額

し
な
い
で
く
だ
さ
い

補
助
金
の
総
額
は
減
額
と

な
り
ま
す
が
、
開
催
地
区
単

位
で
定
額
部
分
を
設
け
る
た

め
、
増
額
と
な
る
地
区
も
あ

り
ま
す

か
ぶ
と
山
を
登
っ
て
楽
し
む

山
に
し
て
く
だ
さ
い

か
ぶ
と
山
整
備
促
進
協
議
会

と
一
緒
に
調
査
お
よ
び
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す

かぶと山

1.	アスパラを湯がいておく。
2.	ポーチドエッグを作る。	
① 水に酢を少々入れ、火にかける。沸騰したら弱火にして
湯をぐるぐるかき混ぜて渦を作り、卵を渦の中心にそっと
割り入れて、３分そのままにする。	
② ３分たったら卵を湯から上げ、水で冷やす。

3.	オランデーズソースを作る。	
① Ａを混ぜ合わせる。 

作り方

　スローンさんはアメリカ出身のALT※で、現
在は峰山町の小中学校で英語を教えています。
京丹後でも採れる「春の野菜」を使った母国の

料理をお聞きしたところ、アスパラを使った料理を教えてくれ
ました。
※Assistant Language Teacherの略。小学校・中学校で
英語授業の補助を行う外国人助手のことです。

教えてくれたひと
ジェイミー・スローンさん （峰山町）

体験レポート　　

　一口食べた感想は「爽やか！」でした。レモンの香りと程
よい酸味がきいたオランデーズソースがアスパラにとてもよ
く合いました。ポーチドエッグのトロッとした卵は、ソースを
よりまろやかに優しい味へと変化し、他の食材にとてもなじ
んでおいしいです。見た目も味も爽やかで春を感じる一品！こ
の季節にぴったりではないでしょうか。

材料（１～２人前）
・アスパラガス …５～６本 『オランデーズソース』
・ポーチドエッグ ・バター …小さじ４
　・卵 …１個 ・卵黄 …１個
　・酢 …少々 ・レモン汁 …大さじ１
　 ・水 …半カップ

・塩 …少々

アスパラとポーチドエッグ ～オランデーズソース添え～

焼いたベーコンを添えてもＯＫ！	
鮮やかで、さらに春らしい色合いに
なりますよ！

② バターを鍋に入れ弱火で溶かし、Ａを加えて沸騰させ、
１～２分かき混ぜる（トロッとしてきたらＯＫ）。

4.	アスパラガス、ポーチドエッグを皿に盛り、オランデーズ
ソースをかければ出来上がり！

　もっととろみがあるオランデーズ
ソースを作ろうと水を入れずにチャレ
ンジ。濃厚なソースが出来上がりまし
た。火をかけすぎると分離しちゃうの
で要注意。また、余った卵白はメレン
ゲにし、残ったアスパラはミキサーに
かけ、メレンゲと混ぜてダブルソース
にしてみました！ぜひ、お試しあれ！

チャレンジ★アレンジ

Ａ

　

敬
老
会
へ
の
補
助
金
が
減
額
さ

れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。永
年
に
渡
り
、

市
や
、
地
域
、
家
庭
を
支
え
て
き

た
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
た
め
に

も
、
補
助
金
を
減
額
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　
　
【
弥
栄
町
・
60
代
・
男
性
】

　
敬
老
会
へ
の
補
助
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
制
度

を
見
直
す
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
合
併
の
特
例
に
よ
り
増

額
さ
れ
て
い
た
地
方
交
付
税
等
の

市
の
財
源
が
、
今
後
一
定
減
っ
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
市
全
体

で
の
補
助
金
等
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
一
人
当
た

り
の
単
価
は
減
額
の
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
一
律
に
減
額
す
る
の

で
は
な
く
開
催
単
位
毎
（
地
区
等
）

に
定
額
部
分
を
設
け
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
小
規
模
（
補
助
金
対
象

者
数
が
少
な
い
）
地
区
は
現
在
よ

り
も
増
額
に
な
る
制
度
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
従
前
の
制
度
で
は
対
象

者
数
が
少
な
い
地
区
は
補
助
金
総

額
が
少
額
と
な
り
、
よ
り
一
層
自
主

財
源
率
が
高
く
な
り
が
ち
で
あ
っ
た

た
め
事
業
実
施
そ
の
も
の
に
支
障

が
出
る
等
の
問
題
点
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
た
め
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
定
額
部
分
を
設
け
小

規
模
地
区
へ
の
補
助
金
を
増
額
し
、

事
業
を
支
援
す
る
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
長
寿
福
祉
課
】

　

海
の
京
都
の
事
業
と
し
て
、
か

ぶ
と
山
の
山
頂
展
望
台
の
改
修
と

山
麓
に
駐
車
場
を
整
備
さ
れ
る
と

聞
き
ま
し
た
。
一
帯
を
公
園
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
景
観
と
自
然
を
残
し
、

「
登
っ
て
楽
し
む
山
」
と
し
て
最
小

限
の
整
備
に
と
ど
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
登
山
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
頂
上
を
通
っ

て
山
の
中
腹
に
あ
る
お
堂
に
行
く

既
存
の
登
山
道
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
お
堂
か
ら
人
喰
岩
の
下
を

通
っ
て
一
周
道
路
へ
つ
な
が
る
小
道

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
２
つ
の
登

山
コ
ー
ス
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

手
軽
な
散
策
コ
ー
ス
に
な
り
ま

す
の
で
、
整
備
計
画
と
し
て
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
【
久
美
浜
町
・
50
代
・
男
性
】

　
か
ぶ
と
山
の
整
備
に
つ
い
て
は

「
海
の
京
都
」
京
丹
後
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
掲
げ
、
環
境
省
が
実
施

す
る
山
頂
の
展
望
台
の
更
新
に
伴

い
、
進
入
道
路
の
拡
幅
と
中
腹
へ

の
駐
車
場
整
備
、
駐
車
場
か
ら
の

遊
歩
道
・
休
憩
所
の
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
登
山
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
（
甲

山
区
、
神
崎
区
、
久
美
浜
一
区
）
で

構
成
す
る
『
か
ぶ
と
山
整
備
促
進

協
議
会
』
と
一
緒
に
調
査
お
よ
び

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

い
た
だ
く
中
で
、
よ
り
よ
い
整
備

を
行
い
地
域
と
と
も
に
少
し
で
も

多
く
の
方
に
登
っ
て
い
た
た
だ
け

る
よ
う
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

【
観
光
振
興
課
】



文化
丹後
deぶんかでたんご

ぶんか TOPICS

高
田
さ
ん
の
作
品
は
、
４
月
６
日
ま

で
琴
引
浜
鳴
き
砂
文
化
館
（
網
野

町
掛
津
）
に
展
示
後
、
同
館
に
寄

贈
さ
れ
ま
す
。

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご
家族の姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載して
います。どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  ☎ 69-0110安田 大

たい
成
せい

ちゃん（男の子）
２月生まれ・3,020㌘
母：智美さん　父：三

み

起
き

弥
や

さん（網野町浅茂川）

堀 琴
こ

々
こ

愛
ね

ちゃん（女の子）
２月生まれ・3,180㌘
母：加枝子さん　父：博

ひろ

文
ふみ

さん（大宮町周枳）

左
さ

司
し

 明
あか

李
り

ちゃん（女の子）
２月生まれ・2,864㌘
母：佑希恵さん　父：健

たけし

さん （丹後町中浜）

丹
後
の
海
を
感
じ
る

世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品

 
貝
殻
ア
ー
ト
高田　順一 さん（82）

▶
作
業
場
に
は
、
五
重
の
塔
（
高
さ

43
㌢
）
や
竜
宮
城
を
表
現
し
た
力
作

が
並
ぶ
▲
貝
殻
と
ガ
ラ
ス
の
破
片
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

網野町木津在住。浜辺を歩くと
きは、観光客にお土産として渡
せるよう、ポケットに
貝殻の亀を入れている
そうです。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む
皆
さ
ん

に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　市文化協会所属の団体による京丹後市総合文化祭「舞
台芸能祭」が3月9日、府丹後文化会館で開かれました。
家族連れなど 670人が訪れ、多彩な舞台芸能を堪能し
ました。
　ステージでは、38団体の約 400人が、三味線や琴、
尺八をはじめ、フォークダンスやよさこい、太鼓、バレ
エなどを披露。そのほか、市文化協会設立５周年の記念
公演として、京都府住みます芸人の月亭太遊さんが本格
的な古典落語を披露し会場を沸かせました。
　15、16日の両日には、弥栄社会体育館で「総合作品展」
が行われ、36団体の作品約800点を展示。訪れた来場
者約700人は、生け花や書道、キルト、写真などの作
品にじっくりと見入っていました。

01.丹後フォークダンス
02.久美浜町音楽同好会
03.琴小町 04.マジック
夢倶楽部 05.京丹後市剣
扇詩舞同好会 06.久美浜
子供太鼓あまべっこ07.津
軽三味線竹峰会 08.花
柳流桜風会 09.箏曲菊謡
会 10.ライリッシュ・オ
カリナ連盟11.みやび会
12.峰山３Bレディース
13.ユビルス14.プティエ
トワールモダンバレエクラス
15.峰山よさこい連はごろも
16.～20.総合作品展

市文化協会加入団体が「舞台芸能祭」と「総合作品展」

京丹後市総合文化祭開催

ぶ
ん
か
手
帳 
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貝
殻
ア
ー
ト
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
貝
殻
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

作
品
を
制
作
し
ま
す
。
型
紙
や

コ
ー
ト
紙
な
ど
で
型
を
作
っ
て
か

ら
作
業
す
る
、
小
さ
い
作
品
で
あ

れ
ば
貝
殻
と
接
着
剤
だ
け
で
、
思

い
通
り
の
形
を
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
貝
殻
ア
ー
ト
を
始
め
た
の
は
今

か
ら
13
年
前
。
も
と
も
と
写
真
が

趣
味
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
撮
影

の
た
め
、
頻
繁
に
浜
辺
を
散
策
し

て
い
ま
し
た
。
目
に
留
ま
っ
た
き

れ
い
な
貝
殻
を
拾
い
集
め
て
い
る

う
ち
に
、
拾
う
だ
け
で
は
も
っ
た

い
な
い
と
思
い
、
作
品
を
作
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

最
初
に
作
っ
た
の
は
２
㌢
ほ
ど

の
小
さ
な
亀
。
甲
羅
の
形
を
し
た

貝
殻
に
小
さ
な
巻
貝
を
付
け
て
、

顔
や
手
足
を
表
現
し
ま
し
た
。
続

い
て
、
丹
後
に
伝

わ
る
浦
島
伝
説

に
ち
な
ん
だ
「
浦

島
太
郎
」
や
「
竜

宮
城
」、
旅
行
先

で
見
た「
五
重
塔
」

や
「
人
力
車
」
な

ど
に
も
挑
戦
。
作

品
に
合
う
貝
の
選

別
に
苦
労
し
ま
し

た
が
、
自
分
の
構

想
を
形
に
し
て
い
く
過
程
が
楽
し

く
て
、
ど
ん
ど
ん
の
め
り
込
ん
で

い
き
ま
し
た
。　

　
現
在
は
、
海
岸
に
落
ち
て
い
る

流
木
や
漁
の
仕
掛
け
な
ど
を
再

利
用
し
、
貝
殻
と
組
み
合
わ
せ
た

作
品
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
制
作
の
際
は
、
着
色
し
た
り
形

を
整
え
た
り
す
る
こ
と
は
せ
ず
、

貝
殻
そ
の
も
の
の
色
や
形
を
生
か

す
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
丹
後
の
海
や

土
地
が
感
じ
ら
れ
る
世
界
に
一
つ

だ
け
の
作
品
に
な
り
ま
す
。

　

小
さ
い
も
の
な
ら
誰
で
も
簡

単
に
で
き
ま
す
。
子
ど
も
の
工
作

や
ち
ょ
っ
と
し
た
贈
り
物
な
ど
に

も
オ
ス
ス
メ
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

れ
た
人
や
故
郷
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
京
丹
後
の
未
来
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
、
市

内
の
同
級
生
た
ち
で
つ
く
る
30
歳

の
成
人
式
を
成
功
さ
せ
る
会
（
野

木
久
聖
会
長
）
が
主
催
し
た
も
の
。

　

式
典
で
は
、
京
丹
後
青
年
会
議

所
前
理
事
長
で
㈱
ア
ウ
ル
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
副
社
長
の
沖
田
真
奈

美
さ
ん
（
網
野
町
）、
て
ん
と
う
む

し
畑
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
お
や
さ
い
梅

本
農
場
の
梅
本
修
さ
ん
（
弥
栄
町
）、

竹
野
酒
造
㈲
の
杜と

う

氏じ

、
行
待
佳
樹

さ
ん
（
弥
栄
町
）
の
３
人
を
招
き
、

「
京
丹
後
の
現
在
と
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

丹
後
の
魅
力
に
つ
い
て
沖
田
さ

ん
は
、「
丹
後
は
、
日
本
の
創
始
に

関
わ
る
ほ
ど
の
歴
史
が
あ
る
。
深

い
歴
史
に
は
独
特
の
文
化
が
あ
り
、

こ
の
文
化
が
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の

あ
る
人
を
作
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

丹
後
の
雇
用
に
つ
い
て
行
待
さ

ん
は
、「
自
立
す
る
こ
と
」
の
重
要

性
を
訴
え
「
動
い
て
、
困
難
に
ぶ

つ
か
っ
て
失
敗
す
る
こ
と
繰
り
返

し
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
」
と
話

　

溝
谷
神
社
は
、
弥
栄
町

溝
谷
（
外と

の

村む
ら

）
に
所
在
し

ま
す
。
延
長
５
（
９
２
７
）

年
に
記
さ
れ
た
『
延え

ん

喜ぎ

式し
き

』

に
は
、「
竹
野
郡
十
四
座
」

の
中
に
「
溝
谷
神
社
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
古
く

か
ら
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
神
社

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
現
在
は
、
溝
谷
・
外

村
・
等
楽
寺
の
三
集
落
の

産う
ぶ

土す
な

神が
み

と
し
て
、
地
域
の

信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

御
祭
神
は
、
新し

ら

羅ぎ

大

明
神
と
奈
具
大
明
神
・
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み

を
祀
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
新
羅
大
明
神

は
、
須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
と

と
伝
え

て
い
ま
す
が
、
本
来
は
そ

の
名
の
ご
と
く
朝
鮮
半

島
と
関
係
し
た
神
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
溝
谷
神
社
に
は
、

天て
ん

保ぽ
う

８
（
１
８
３
７
）
年

に
間
人
村
（
現
在
の
丹
後

町
間
人
）
の
船
大
工
な
ど

に
よ
り
作
ら
れ
た
奉
納

和
船
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
航
海
の
安

全
を
祈
願
す
る
た
め
に
、

当
時
、
日
本
海
海
運
の

主
力
で
あ
っ
た
北
前
船

を
10
分
の
１
の
縮
尺
（
全

長
２
７
７
㌢
、
幅
87
㌢
）

で
作
っ
た
も
の
で
す
。

　

溝
谷
神
社
の
奉
納
和

船
は
、
制
作
年
代
が
分

か
り
、
ま
た
実
物
と
同

じ
構
造
が
再
現
さ
れ
た

精
巧
な
も
の
で
あ
る
点

が
評
価
さ
れ
、
平
成
９

年
３
月
19
日
付
け
で
弥

栄
町
指
定
有
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
。
平
成
16
年

の
市
発
足
に
伴
い
市
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
宮
津
市
国
分
の

府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
に

寄
託
さ
れ
て
お
り
、
常
設

展
示
室
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

�

（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

96

溝
谷
神
社 

奉
納
和
船

精巧に作られた奉納和船

22

　
本
市
で
は
昨
年
か
ら
、
地
域
連
携
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
関
西
圏
・
関
東
圏
は

じ
め
全
国
か
ら
10
以
上
の
多
様
な
大
学

と
連
携
し
、
市
内
各
地
域
に
お
い
て
大

学
生
・
大
学
院
生
等
と
地
域
の
住
民
の

皆
さ
ん
と
が
協
働
し
て
地
域
課
題
の
解

決
と
大
学
活
動

の
発
展
を
進
め
る

新
事
業
を
国
・
府

等
の
支
援
も
い
た

だ
き
実
施
し
て
お

り
、
先
日
こ
の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
、
①
来
年
度
以
降
、
産

業
・
社
会
の
抜
本
的
活
性
化
の
基
礎
と

な
る
中
広
域
の
道
路
交
通
イ
ン
フ
ラ
が

大
幅
に
改
善
す
る
「
北
近
畿
新
時
代
」

を
い
よ
い
よ
迎
え
、
時
を
捉
え
て
未
来

の
時
代
が
求
め
る
京
丹
後
の
環
境
、
健

康
、
歴
史
文
化
な
ど
の
宝
の
原
石
を
活

か
し
て
夢
と
活
力
の
あ
る
地
域
の
振
興

を
ま
す
ま
す
図
っ
て
い
く
た
め
、
創
造

的
な
発
想
と
知
恵
、
伸
び
や
か
な
行
動

力
を
も
つ
多
く
の
大
学
生
・
大
学
院
生

等
の
若
者
達
と
、
本
格
的
な
交
流
・
協

働
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
地

　山陰海岸ジオパーク推進協議会では、山陰海岸ジオパー
クの魅力を広く内外に周知するとともに、観光ＰＲに活用す
るため、山陰海岸ジオパーク写真コンクールを開催しました。
本年度２回目。
　全国から179人、合計 397点の応募があり、厳正な審査
の結果、城下勝さん（久美浜町）の「牡蠣棚・夜明けの詩」
が特選に選ばれました。そのほか、地形・風景部門で入賞５
作品・佳作６作品、ひと・営み部門で入賞５作品・佳作３作
品がそれぞれ選ばれました。
　入賞作品は、今後市内ジオパーク関連施設や市民局など
で巡回展示する予定です。ぜひご覧いただき、ジオパークの
魅力を再発見してください。
　また、同コンクールは、平成26年度も開催される予定で
すので、ぜひご応募ください。（観光振興課）

溝谷神社の奉納和船（溝谷神社
所蔵）

域
の
様
々
な
活
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
、

②
大
学
側
と
し
て
も
、
こ
の
活
動
を
大

学
の
教
育
活
動
の
一
環
と
な
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
（
学
生
の
単
位
取
得
）
と
し
て
構

築
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
中
で
多
く
の

大
学
が
活
動
す
る
こ
と
で
大
学
間
の
多

様
な
連
携
と
活
動
の
高
度
化
が
期
待
で

き
る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
と
て
も

意
義
深
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
地
域
と
大
学
に
よ
る

こ
の
連
携
事
業
を
よ
り
一
層
一
体
的
に
押

し
進
め
て
、
京
丹
後
市
域
に
お
い
て
さ

ら
に
戦
略
的
か
つ
体
系
的
な
形
で
構
築

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
多
く
の
参
加

大
学
に
よ
る
京
丹
後
市
域
で
の
大
学
教

育
機
能
を
一
の
組
織
的
な
実
体
を
構
成

す
る
も
の
と
し
て
「
京
丹
後
市
夢
ま
ち

創
り
大
学
」
と
位
置
づ
け
、
関
係
者
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
開
学
の
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。

　

学
長
に
は
、
か
つ
て
逗
子
市
長
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
、
現
在
、
北
部
地
域
・

大
学
連
携
機
構
代
表
理
事
の
富
野
・
龍

谷
大
学
教
授
を
お
願
い
し
、
新
年
度
予

算
の
承
認
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
本
年
７

月
頃
を
目
途
に
開
設
、
そ
の
後
、
学
生

証
も
発
行
し
活
動
開
始
と
と
も
に
、
年

内
を
か
け
て
拠
点
整
備
の
あ
り
方
、
支

援
策
等
を
含
め
て
積
極
的
に
検
討
を
す

す
め
て
い
く
方
針
で
す
。
既
存
の
大
学

と
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
働
・
共
創
に
よ

る
時
代
を
先
取
り
し
た
新
し
い
形
態
の

地
域
大
学
で
す
が
、
こ
の
大
学
を
通
じ

若
者
と
地
域
の
夢
と
活
力
を
大
き
く
育

ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

（
目
的
）
第
３
条　
京
丹
後
市
内
各
地

域
で
展
開
さ
れ
る
実
践
的
課
題
解
決
手

法
を
活
用
し
た
大
学
教
育
の
活
動
に
つ

い
て
、
参
加
各
大
学
を
構
成
員
と
し
て

戦
略
的
で
包
括
的
・
体
系
的
な
連
携
体

制
を
構
築
し
、
も
っ
て
、
京
丹
後
市
の

夢
と
活
力
の
あ
る

地
域
創
造
の
推

進
及
び
大
学
教

育
の
機
能
と
成

果
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）
第
４
条　
当
大
学
は
前
条
の

目
的
に
資
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

う
。

（
１
）
大
学
の
参
加
募
集
及
び
地
域
と

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
（
２
）
大
学
と
地

域
と
の
協
働
に
よ
る
実
践
的
課
題
解
決

の
推
進
（
３
）
参
加
大
学
間
の
連
携
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
（
４
）
政
策
提
言
並

び
に
本
学
の
教
育
活
動
及
び
成
果
の
周

知
・
広
報
（
５
）
本
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

へ
の
参
加
学
生
へ
の
学
生
証
の
発
行
及

び
卒
業
証
書
の
授
与
（
６
）
そ
の
他
前

各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
付
帯
若
し
く
は

関
連
す
る
事
業
又
は
準
ず
る
事
業

入賞作品決定！！  特選に京丹後の城下さん

撮影者 :城下勝さん（久美浜町）  場所 :久美浜湾

特選「牡蠣棚・夜明けの詩」

記念写真を撮る30歳の成人式参加者たち

　

故
郷
京
丹
後
の
未
来
語
り
合
う

30
歳
の
成
人
式
に
１
６
５
人

　

満
30
歳
の
市
内
在
住
者
ら
が
集

う
「
30
歳
の
成
人
式
in
京
丹
後
」

が
３
月
８
日
、
セ
ン
ト
ラ
ー
レ
・

ホ
テ
ル
京
丹
後
（
大
宮
町
）
で
開

か
れ
ま
し
た
。
昭
和
58
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
京
丹
後
市
出
身
者
、
在
住
者

な
ど
1
6
5
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

自
分
た
ち
で
手
作
り
の
成
人
式

し
、
梅
本
さ
ん
は
「
お
金
儲
け
を

追
及
す
る
の
で
は
な
く
、
丹
後
で
で

き
る
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
柔
軟

に
考
え
れ
ば
、
面
白
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
懇
親
会
で
は
、
お
酒

や
音
楽
な
ど
、
共
通
の
趣
味
を
持

つ
参
加
者
に
分
か
れ
て
交
流
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
参
加
者
は
、
趣

味
の
話
題
を
き
っ
か
け
に
、
新
た
な

仲
間
と
親
交
を
深
め
、
今
後
の
課

題
や
展
望
に
つ
い
て
積
極
的
に
意

見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

峰
山
町
出
身
の
画
家
、
井
上
香
奈

さ
ん
が
ペ
イ
ン
ト
の
実
演
を
行
い
、

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
野
木
会
長
は
、「
た
く
さ
ん
の
熱

い
志
を
持
っ
た
仲
間
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
も
っ
と
仲
間
の
輪

を
広
げ
、
丹
後
の
特
産
品
を
P
R

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。 パネリストの３人（左から梅本修さん、沖田真

奈美さん、行待佳樹さん）

京
丹
後
市
に
新
し
い
形
態
の
大
学
が
誕
生
し
ま
す
！

　 「
京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り
大
学
」
を
開
設

山陰海岸ジオパーク写真コンクール



4月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
30 31 4/

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 5/

1 2 3

　家庭科は、生きていく力を育てて
くれる教科。高校の家庭科専任教
員である著者が、「生活力」を身に
付け、自立していくための知識を
具体的にアドバイスしてくれます。

（男女共同参画セミナーで講演いた
だいた方の著書です）

　さくらのはながさきました、
“はじめまして”。
　はなびらちって、なつになり、
あき、ふゆと季

き

節
せ つ

はめぐります。
いちにち、いちにち、毎

ま い

日
に ち

ちが
う“はじめまして”がみちてい
ます。

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　雪がいつ降るのか…と空を眺めてい
た冬も気づけば花粉と桜の春になって
きましたね～
　いよいよ新年度、京丹後市制10周年
事業の始まりです。市全体をミュージ
アム（博物館）にという計画もあるよう
ですよ。歴史・自然もミュージアムを形
成する一つですが、やはりそれを生か
し伝えるのは京丹後市民6万人の力で
あり「輪」かと思います。そんな6万
人の輪をペットボトルチェーンで表すイ
ベント、それも世界最長のギネス記録
18,843本の更新に挑戦したのが京丹後
市商工会青年部の皆さんです！
　実施の目的は、環境への意識の向上
とギネス記録更新により丹後を世界へ
PRすること！事前に6万本のペットボ
トルを集め、３月16日、丹後あじわい
の郷にて230人の参加のもと行われま
した。朝7時から始まった挑戦。ドリル

で底に穴をあける人、長いひも通しを使
いつなげていく人、時折吹く突風に負け
ずつないだボトルをおさえる人、時が過
ぎゆく中「1本でも多く…」と願うみん
なの表情や手つきは真剣そのものでし
た。
　強風の影響もあり、午後２時に挑
戦終了となりましたが、つないだ数が
35,832本に到達！公式認定員・監視員
の審査にも合格し見事ギネス世界記録
®に認定されました。おめでとうござ
います！皆さんの笑顔があふれる中、授
与された認定書も高く掲げられ、さら
にその後ろには、これもペットボトルで

作ったという市制10周年にちなんでの
「10」の文字が、クリスタルのような輝
きを放っていました。
　市民の手によりつながった輪。空の
ペットボトルではありますが、これが市
民一人一人と思うと、「力」「一体感」だ
けではなく10年たってなお残る課題や
隔たりが払拭されるようなそんな思いに
もなりました。この日6万がつながるこ
とは叶いませんでしたが、これは10周
年事業におあずけですね。「市民が一体
となるまちづくり」がコンセプトの10
周年事業にあなたもぜひご参加くださ
い（＾＾）

たんご 遊優宮川優の 見聞録

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

ギネスでスタート10周年！

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53 ～ 7：58、16：54 ～ 16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

4/ ６（日）

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
	一般…前売り 1,200 円（当日 1,500 円）

　	高校生以下（３歳以上）…前売り・当日 800 円

前売券
発売中

丹後映画大好き劇場№ 39

主催 /（公財）京都府丹後文化事業団

そして父になる
 上映開始
① 10：00  ② 14：00  ③ 18：30

（上映時間 2 時間 1 分）

シニア（60 歳以上・要証明）…前売り・当日 1,000 円
友の会会員前売りのみ 1,000 円（2 枚まで）

《全席自由》

ＬＩＫＥ ＦＡＴＨＥＲ，ＬＩＫＥ ＳＯＮ

第 66 回カンヌ国際映画祭審査員賞受賞

市職員人事異動

退職 

久美浜病院診療部
山田 元太郎歯科医師

久美浜病院看護部
津田 知弥子看護師

[2月28日付 ]

交通事故に注意
  府内で交通事
故が多発してい
ます。
　安全運転を心
掛けましょう！

タッチパネルによる検索端末の
画面が新しくなりました！

　３月のシステム更新に伴
い、館内に設置しているタッ
チパネルによる検索端末の画
面が新しくなりました。
　「新着図書」・「予約ランキ
ング」・「貸出ランキング」が
表示され、新着・人気本など
が検索できるようになりまし
た。
　画面には、マスコットのリ
スも登場し、明るくかわいく
なりました。本をお探しの際
はぜひご利用ください。

子ども用検索画面

大人用検索画面

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
4 月 15 日（火）当日消印有効。当選者の発表は５月
号のこのコーナーで。

◆３月号の答え
問１…竹　問２…A　問３…30

◆３月号当選者
廣野幸生さん（大宮町）、今井善四郎さん（網野町）、
由利徳七さん（大宮町）、野村久栄さん（網野町）、志
水富久美さん（網野町）
応募総数30人、28人の方が正解でした。たくさんのご応募
ありがとうございました。

問１ 「京丹後市○まち創り大学」を開学へ
問２ 「○いっぱい運動」が本格的にスタート
問３ 網野郷土資料館で勇壮な武者○○○を展示

広報クイズ 京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

30
分
間
の
座
禅
を
体
験
す
る
参
加
者
た
ち

nav i nav inav inav inav i nav inav i

座禅や精進料理で国際交流
　
大
宮
町
善
王
寺
の
三
要
寺
で
３
月
２
日
、

座
禅
を
体
験
し
た
り
、精
進
料
理
を
味
わ
っ

た
り
す
る
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
市

内
在
住
の
外
国
人
な
ど
19
人
が
参
加
し
て
、

静
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
、
住
職
か
ら
足
の
組
み
方
や

呼
吸
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

30
分
間
の
座
禅
に
挑
戦
。
初
め
て
体
験
し

た
方
は
、「
呼
吸
法
が
難
し
か
っ
た
が
、
少

し
ず
つ
慣
れ
て
く
る
と
不
思
議
と
気
持
ち

も
落
ち
着
い
て
き
た
」
と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、胡
麻
豆
腐
や
ナ
ス
の
田
楽
味
噌
、

お
吸
い
物
な
ど
７
品
の
精
進
料
理
を
堪
能
。

僧
侶
の
暮
ら
し
や
、
日
本
の
伝
統
文
化
に

触
れ
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

■はじめまして 近藤 薫美子／作絵
偕成社

■正しいパンツのたたみ方
            ー 新しい家庭科勉強法 ー

南野 忠晴／著
岩波書店
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プ
ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
の
安
達
朋

博
さ
ん
（
30
）。
今
や
日
本
を
代
表
す
る
若
手
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
一
人
だ
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
世
界

中
を
飛
び
回
っ
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ク
ロ
ア
チ
ア
音

楽
を
奏
で
て
い
る
。
そ
ん
な
安
達
さ
ん
の
活
動
の

原
点
、
ふ
る
さ
と
京
丹
後
へ
の
想
い
を
聞
い
た
。

♦　
　
　
　
♦　
　
　
　
♦

　
安
達
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
た
の
は
小
学

校
２
年
の
と
き
。
プ
ロ
と
し
て
は
遅
い
ピ
ア
ニ
ス

ト
人
生
の
始
ま
り
だ
っ
た
が
、
音
を
表
現
す
る
楽

し
さ
か
ら
無
心
で
練
習
し
、
尾
瀬
洋
子
先
生
（
丹

後
町
）
の
下
で
メ
キ
メ
キ
と
上
達
し
て
い
っ
た
。

　
網
野
高
校
２
年
の
と
き
、
世
界
か
ら
プ
ロ
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
卵
が
集
う
『
第
３
回
堺
国
際
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
』
に
出
場
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
初

め
て
の
挑
戦
で
、
腕
試
し
の
つ
も
り
だ
っ
た
。

　
同
世
代
の
奏
者
の
レ
ベ
ル
は
軒
並
み
高
く
、
演

奏
技
術
に
圧
倒
さ
れ
た
。「
自
分
の
ピ
ア
ノ
は
ま

だ
ま
だ
」
と
、
自
分
の
演
奏
が
終
わ
る
と
結
果
も

聞
か
ず
に
会
場
を
あ
と
に
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
結
果
は
な
ん
と
３
位
。「
全
く
信
じ

ら
れ
な
か
っ
た
」（
安
達
さ
ん
）。
講
評
は
、「
技

術
点
は
低
い
が
、溢
れ
ん
ば
か
り
の
才
能
が
あ
る
。

今
後
に
期
待
す
る
意
味
を
込
め
て
３
位
と
し
た
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
後
日
に
披ひ

ら

か
れ
た
入
賞

者
の
演
奏
会
。
入
賞
者
が
華
麗
な
演
奏
を
披
露
す

る
中
で
、
自
分
だ
け
が
〝
聴き

き
劣お

と

り
す
る
”
演
奏

だ
っ
た
と
い
う
。「
賞
か
ら
漏
れ
て
も
上
手
な
人

は
た
く
さ
ん
い
る
の
に
、
自
分
が
入
賞
者
と
し
て

披
露
す
る
こ
と
に
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
た
」
と
振

り
返
る
。
し
か
し
一
方
で
、
審
査
員
か
ら
の
大
き

な
期
待
に
強
く
後
押
し
さ
れ
、「
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

素
晴
ら
し
さ
を
自
分
の
感
性
全
て
で
受
け
止
め
、

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
プ
ロ
へ
の
道
を
決
意
し
た
。

　

高
校
卒
業
と
同
時
に
ク
ロ
ア
チ
ア
へ
単
身
留

学
し
、
同
国
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
大
学
教
授
の
ザ
ラ

フ
ィ
ア
ン
ツ
氏
に
師
事
。「
１
日
８
時
間
は
練
習

し
た
」
と
い
う
猛
特
訓
の
か
い
も
あ
り
、
数
多
く

の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
。
在
籍
す
る
国
立
ザ

グ
レ
ブ
音
楽
大
学
を
最
優
秀
の
成
績
で
卒
業
し
、

６
年
前
に
帰
国
し
た
。

　
安
達
さ
ん
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
、
京
丹
後
の

原
風
景
。「
20
代
の
と
き
は
〝
都
会
思
考
”
だ
っ

た
が
、
丹
後
は
の
ど
か
で
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
が

流
れ
て
い
る
。
由
緒
あ
る
歴
史
や
伝
統
も
あ
る
。

こ
の
歴
史
や
伝
統
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
芸
術
に
通

じ
る
も
の
が
あ
る
」。
ま
た
、「
私
の
〝
才
能
”
は
、

自
分
が
努
力
し
て
勝
ち
取
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

京
丹
後
の
地
域
や
風
土
、
人
に
よ
っ
て
育
て
て
い

た
だ
い
た
も
の
。
丹
後
に
生
ま
れ
育
っ
た
18
年
間

で
、
私
が
触
れ
た
全
て
の
人
や
環
境
が
、
音
楽
的

な
感
性
や
セ
ン
ス
を
磨
い
て
く
れ
た
」
と
話
す
。

　
そ
ん
な
安
達
さ
ん
は
、「
少
し
で
も
恩
返
し
が

で
き
れ
ば
」
と
、
４
月
に
開
校
す
る
弥
栄
小
学
校

の
校
歌
作
曲
も
手
掛
け
て
い
る
。

　
「
丹
後
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
や
、

無
限
の
未
来
が
開
け
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
郷
土

へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
創
作
し
た
。

　
「
校
歌
を
歌
う
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
、
大

き
な
夢
を
持
っ
て
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
」
―
。

48
安達さんの母校、溝谷小学校の閉校式（3月２日）では、
記念演奏の他、自らが歌い育った校歌を伴奏した

世界で活躍するプロピアニスト

安
あ

達
だ ち

 朋
と も

博
ひ ろ

さん（30）　　　　　　　　　
　弥栄町外村出身

丹
後
の
風
土
が
育
ん
だ

　
　
　
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
才
能

☎
0772-69-0110  　

0772-69-0901
　

 http://w
w

w
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▼
早
い
も
の
で
、
今
年
度
最
後
の
広

報
紙
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
に

快
く
広
報
取
材
に
協
力
い
た
だ
き
、

市
の
動
き
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
や
活
躍
の
様
子
を
お
伝
え
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼
今
月
は
、

表
紙
に
あ
る
ギ
ネ
ス
記
録
挑
戦
の
様

子
を
取
材
。
合
併
10
周
年
を
機
に
、

〝
市
民
の
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
〟
を

テ
ー
マ
と
し
、
糸
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
通
し
て
鎖
の
よ
う
に
つ
な
ぐ
と
い

う
も
の
で
、
７
時
間
半
に
わ
た
る
作

業
の
末
、
見
事
新
記
録
を
樹
立
さ
れ

ま
し
た
。
記
録
達
成
の
瞬
間
、
参
加

者
の
心
も
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
▼
京
丹
後
市
が
誕
生
し
て
10
年
。

来
年
度
は
、
本
市
の
歩
み
を
振
り
返

り
つ
つ
、
未
来
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
▼
私
た
ち
が
お
知
ら
せ
す
る
情

報
は
、
関
係
者
や
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
大
切
な
記
録
で
も
あ
り
ま

す
。
ず
っ
と
引
き
継
が
れ
る
記
録
…
。

ギ
ネ
ス
達
成
の
瞬
間
に
立
ち
会
い
、

改
め
て
〝
記
録
〟
の
重
要
さ
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
（
汗
）
／
樹

男　	 28,471人	（－17）
女　  30,684人 （－15）
計	 　59,155人	（－32）
世帯数	 22,621世帯	（＋1）
3月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数

「待つゆとり　ゆずるやさしさ　京の道」4月 6日 ~15日は、春の全国交通安全運動週間です。

交通ルールやマナーを守り、事故防止に努めましょう！！


